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4) 研究概要 

本課題では液中高速 AFM を用いて、Kai タンパク質時計の離合集散ダイナミクスを１分

子ライブイメージングする。基盤に固定された KaiC が本来の機能を損なっていないか

どうかについては、十分かつ注意深い検証が必要である。AFM 観察をしないオフライン

の状態で、基盤固定された KaiC を KaiA や KaiB を含む溶液で覆い、一定時間ごとに KaiC

を基盤上から切り離してそのリン酸化状態を調べる。リン酸状態にリズムがでるように、

KaiC と基盤の距離やリンカー素材について検討する。 

KaiC の最適な固定化条件が決まれば、オンラインで離合集散の１分子イメージングを

行う。短周期型、長周期型、リズム消失型の KaiC 変異体についても計測・比較を行い、

タンパク質時計の離合集散が動秩序（リズミック）を示すのか、周期がどのようにして

決定されているのかについて切り込みたい。 
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